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は
じ
め
に

　
こ
れ
は
、
三
淵
嘉
子
先
生
、
中
田
正
子
先
生
、
久
米
愛
先
生
と
い
う
日
本
で
初
め
て
女
性
で
弁
護
士
に
な
っ
た
三

人
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
、
私
が
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
に
出
版
し
て
い
た
『
華
や
ぐ
女
た
ち　
女
性

法
曹
の
あ
け
ぼ
の
』
の
復
刻
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
現
を
現
代
的
に
し
た
り
加
筆
し
た
り
な
ど
し
た
部
分
が
あ
る
。

　
本
書
の
初
版
は
、
早
稲
田
経
営
出
版
か
ら
出
版
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
は
日
本
評
論
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る

串
崎
浩
さ
ん
が
、
三
〇
歳
代
の
と
き
、
早
稲
田
経
営
出
版
で
本
書
初
版
の
出
版
作
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
。
三
淵

嘉
子
先
生
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
の
、
三
〇
年
以
上
も
前
の
そ
の
ご
縁
に
よ
っ
て
、
今
回
の
復
刻
版
を
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
た
。
三
淵
嘉
子
先
生
と
日
本
評
論
社
の
ご
縁
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
同
社
か
ら
清
永
聡
著
『
家
庭
裁
判
所

物
語
』（
二
〇
一
八
年
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
人
同
士
の
い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
の
中
か
ら
、
も
の
ご
と
が
展
開

す
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　
私
が
本
書
の
初
版
を
書
き
始
め
た
の
も
、
ま
た
偶
然
の
き
っ
か
け
か
ら
だ
っ
た
。
私
が
東
京
地
検
の
検
事
を
辞
め

た
後
の
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
に
、
早
稲
田
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
司
法
試
験
受
験
生
の
た
め
に
原
稿
を
依
頼
さ

れ
た
と
き
、
そ
の
担
当
者
か
ら
「
い
つ
頃
で
す
か
？　
日
本
に
女
性
の
弁
護
士
や
裁
判
官
が
生
ま
れ
た
の
は
」
と
尋

ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
は
日
本
の
女
性
法
曹
の
草
分
け
に

つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
本
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
、
私
は
い
ろ
い
ろ
調
べ
始
め
た
。
そ
し
て
、
草
分
け
の
お
三
方
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の
身
内
の
方
た
ち
や
、
た
っ
た
一
人
ご
健
在
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
中
田
正
子
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。

　
取
材
を
始
め
た
当
時
は
、
私
は
三
歳
と
一
歳
の
二
人
の
子
供
を
か
か
え
て
主
婦
専
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六

二
年
（
一
九
八
七
年
）
か
ら
は
京
都
で
弁
護
士
の
仕
事
を
始
め
た
の
で
、
初
版
の
出
版
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
の
は
ハ
ー

ド
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
中
戦
後
を
生
き
抜
い
た
草
分
け
の
お
三
方
の
姿
が
、
私
を
鼓
舞
し
て
く
れ
た
。

　
今
思
う
と
、
あ
の
時
点
で
取
材
を
し
て
お
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
も
う
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、
こ
の
復
刻

版
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
録
に
は
、
今
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
復
刻
版
の
出
版
に
い
た
る
ま
で
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
て
、
感
謝
し
つ
つ
。

　
　
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
記

佐
賀　
千
惠
美
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第
一
節
　
女
性
が
弁
護
士
に
な
っ
た

〈
女
性
た
ち
と
の
出
会
い
〉

　
「
い
つ
頃
で
す
か
。
日
本
に
女
性
の
弁
護
士
や
裁
判
官
が
、
初
め
て
生
ま
れ
た
の
は
」
と
出
版
社
の
人
に
聞
か
れ

た
。
こ
れ
か
ら
法
律
家
に
な
ろ
う
と
す
る
女
性
の
た
め
に
、
私
が
原
稿
を
書
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
六
〇

年
（
一
九
八
五
年
）
だ
っ
た
。

　
私
は
、
そ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
も
四
年
前
ま
で
は
検
事
。
三
歳
と
一
歳
の
子
供
を
抱
え
て
、
仕
事

を
休
ん
で
い
た
。

　
「
自
分
も
女
性
の
法
律
家
の
は
し
く
れ
の
く
せ
に
、
何
も
知
ら
な
い
な
」
と
、
ぼ
や
き
な
が
ら
、
私
は
、
関
連
す

る
本
を
探
し
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
女
性
の
法
律
家
の
草
分
け
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
本
が
な

い
。
苦
労
し
た
末
、
や
っ
と
次
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

⑴　

�

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）。
男
性
だ
け
し
か
弁
護
士
に
な
れ
な
い
と
し
て
い
た
弁
護
士
法
が
改
正
、
公
布

さ
れ
た
（
昭
和
一
一
年
〔
一
九
三
六
年
〕
施
行
）。
女
性
も
弁
護
士
に
な
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑵　

�

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
年
）。
弁
護
士
に
な
れ
る
試
験
（
高
等
試
験
司
法
科
）
に
、
初
め
て
女
性
が
合
格
。

武
藤
嘉
子
（
後
に
三
淵
）、
田
中
正
子
（
後
に
中
田
）、
久
米
愛
の
三
人
で
あ
る
。

⑶　
判
事
や
検
事
に
、
女
性
が
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
で
あ
る
。
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「
う
わ
ぁ
、
す
ご
い
な
。
昭
和
一
三
年
か
。
女
性
に
選
挙
権
も
な
く
男
尊
女
卑
の
時
代
だ
っ
た
の
に
。
ど
ん
な
気

持
ち
で
、
弁
護
士
の
試
験
を
受
け
た
の
か
し
ら
」

　
そ
れ
に
引
き
換
え
、
私
の
生
活
は
何
だ
。
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度
や
、
子
供
の
世
話
…
…
。
毎
日
、
同
じ
こ

と
の
繰
り
返
し
だ
。

　
「
子
供
は
三
歳
ま
で
は
、
保
育
園
に
入
れ
ず
母
親
が
育
て
る
方
が
、
精
神
が
安
定
す
る
。
子
供
の
た
め
だ
と
納
得

し
て
、
検
事
を
辞
め
た
ん
で
し
ょ
う
？　
そ
れ
に
、
子
供
が
手
を
離
れ
た
ら
、
弁
護
士
を
始
め
る
ん
だ
か
ら
い
い
じ

ゃ
な
い
の※

※

」「
で
も
、
六
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の
後
、
三
五
歳
に
な
っ
て
弁
護
士
と
い
う
新
し
い
職
に
な
じ
め
る
か
し

ら
。
よ
ほ
ど
、
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
。
気
力
と
体
力
が
続
く
だ
ろ
う
か
」

　
自
問
し
な
が
ら
私
は
、
初
め
て
弁
護
士
に
な
っ
た
女
性
た
ち
に
、
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。「
男
社
会
」
に
、
切
り
込

ん
で
行
っ
た
三
人
。
―
彼
女
ら
は
私
の
行
く
手
を
導
く
星
の
よ
う
に
思
え
た
。
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
…
…
。

※
１　
な
お
、
筆
者
は
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
か
ら
、
京
都
で
弁
護
士
の
仕
事
を
始
め
て
い
る
。

〈
書
く
の
は
私
し
か
い
な
い
〉

　
「
な
ぜ
三
人
の
こ
と
を
書
い
た
本
が
な
い
ん
だ
ろ
う
。
女
性
史
の
上
で
も
、
法
律
家
の
歴
史
の
上
で
も
、
大
事
な

は
ず
な
の
に
」

　
久
米
愛
は
昭
和
五
一
年
（
一
九
六
七
年
）
に
、
三
淵
（
武
藤
）
嘉
子
は
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
、
亡
く
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な
っ
た
。
健
在
な
の
は
、
中
田
（
田
中
）
正
子
の
み
。
今
の
う
ち
に
話
を
聞
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
平
成

一
四
年
〔
二
〇
〇
二
年
〕、
中
田
正
子
逝
去
）。

　
久
米
や
三
淵
に
つ
い
て
も
、
時
間
が
た
て
ば
人
々
の
記
憶
は
薄
れ
る
。
資
料
も
な
く
な
っ
て
い
く
。
誰
か
が
早
く
、

記
録
し
な
け
れ
ば
。

　
し
か
し
、
待
っ
て
い
て
も
誰
も
や
っ
て
く
れ
な
い
。「
思
い
つ
い
た
私
が
書
く
し
か
な
い
」
と
の
気
持
ち
が
突
き

上
げ
て
来
た
。

　
私
は
資
料
を
探
し
始
め
た
―
。

〈
初
め
て
の
女
性
弁
護
士
〉

　
「
法
服
を
彩
る
紅
三
点
」
と
い
う
見
出
し
。「
女
弁
護
士
つ
い
に
誕
生
」
と
い
う
書
き
出
し
。
―
昭
和
一
三
年
一

一
月
二
日
の
東
京
朝
日
新
聞
で
あ
る
。

　
戦
争
の
さ
な
か
。
紙
面
は
「
中
国
で
の
日
本
軍
の
活
躍
ぶ
り
」
一
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
パ
ッ
と
花

が
咲
い
た
よ
う
に
、
若
い
女
性
の
写
真
が
あ
る
。

―
武
藤
嘉
子
（
二
五
歳
）、
田
中
正
子
（
二
八
歳
）、
久
米
愛

（
二
八
歳
）
の
三
人
で
あ
る
。

　
高
等
試
験
司
法
科
に
、
初
め
て
女
性
が
合
格
し
た
。
一
年
半
、
弁
護
士
試
補
と
し
て
、
弁
護
士
事
務
所
で
修
習
し

て
、
正
式
の
弁
護
士
に
な
る
。

　
昭
和
一
一
年
に
改
正
弁
護
士
法
が
施
行
さ
れ
、
女
性
に
弁
護
士
の
道
が
開
か
れ
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
い
人
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は
、
第
一
次
試
験
と
し
て
教
養
科
目
な
ど
の
試
験
を
受
け
る
。
大
学
を
出
た
者
は
、
二
次
の
論
述
試
験
と
、
三
次
の

口
述
試
験
に
受
か
れ
ば
よ
い
。
女
性
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
年
に
受
験
し
た
女
性
は
い
た
が
、
二
次
の
論
述

試
験
に
不
合
格
。

　
翌
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
に
、
田
中
正
子
が
論
述
試
験
に
女
性
で
初
め
て
パ
ス
し
た
。
し
か
し
、
口
述
試
験
で

落
と
さ
れ
た
。
口
述
で
不
合
格
に
な
る
の
は
少
な
い
。「
女
だ
か
ら
落
と
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
う
わ
さ
が

流
れ
た
。

　
昭
和
一
三
年
に
は
、
武
藤
、
田
中
と
久
米
の
三
人
そ
ろ
っ
て
見
事
に
最
終
合
格
。「
み
ん
な
で
受
け
れ
ば
怖
く
な

い
」
と
い
う
こ
と
か
。

　
受
験
し
た
の
は
男
女
あ
わ
せ
て
二
五
〇
〇
余
人
。
パ
ス
は
二
五
三
人
。
約
一
割
で
あ
る
。

〈
ど
ん
な
時
代
か
〉

　
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）。
ア
メ
リ
カ
を
皮
切
り
に
、
か
つ
て
な
い
大
恐
慌
。
世
界
が
失
業
と
ひ
も
じ
さ
に
突

き
落
と
さ
れ
た
。

　
日
本
で
は
労
働
者
を
、
安
い
給
料
で
働
か
せ
た
。
そ
し
て
、
他
国
よ
り
早
く
恐
慌
を
抜
け
出
し
た
。

　
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
年
）
頃
、
日
本
で
は
特
に
、
重
工
業
が
発
展
し
た
。
し
か
し
、
国
内
に
は
原
料
に
な
る

鉄
や
石
炭
が
少
な
い
。
作
っ
た
物
を
売
り
さ
ば
く
市
場
も
狭
い
。

　
日
本
は
原
料
と
市
場
を
求
め
て
、
中
国
に
進
出
し
た
。
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武藤、田中、久米の合格を報じた新聞（東京朝日新聞、昭和13年11月 ２ 日付夕刊）。
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〈
戦
い
へ
〉

　
改
正
弁
護
士
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
一
一
年
。「
二
・
二
六
事
件
」
が
起
き
た
。
軍
が
政
府
を
動
か
す
よ
う
に
な

っ
た
。

　
翌
一
二
年
。
北
京
の
近
く
の
盧
溝
橋
で
、
日
本
と
中
国
の
軍
が
小
競
り
合
い
を
し
た
。
日
本
軍
が
挑
発
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
（
盧
溝
橋
事
件
）。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
と
中
国
は
全
面
戦
争
に
入
る
。

　
昭
和
一
三
年
。
中
国
を
一
気
に
負
か
そ
う
と
、
日
本
は
春
か
ら
全
力
で
中
国
を
攻
め
た
。
徐
州
・
漢
口
作
戦
で
あ

る
。
し
か
し
、
戦
い
は
長
引
き
、
泥
沼
化
し
て
い
く
。

　

―
三
人
が
、
試
験
に
合
格
し
た
の
は
、
同
年
の
一
一
月
。
出
兵
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
久
米
の
夫
も
兵
に

取
ら
れ
て
い
た
。

〈
合
格
は
こ
だ
ま
す
る
〉

　
暗
い
時
代
に
、
女
性
弁
護
士
の
誕
生
は
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な
「
ヒ
ッ
ト
」
だ
っ
た
。
話
題
を
よ
ん
だ
。

　
三
人
全
員
の
母
校
で
あ
る
、「
明
治
大
学
」
に
よ
る
祝
賀
会
。
各
学
部
の
教
授
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
が
祝

い
に
集
ま
っ
た
。
講
堂
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
市
川
房
枝
の
「
婦
人
選
挙
権
獲
得
同
盟
」
な
ど
に
よ
り
、
久
米
ら
三
人
を
励
ま
す
会
も
開
か
れ
た
。
期
待
の
言
葉

を
浴
び
た
。

　
新
聞
に
も
載
っ
た
。
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〈
あ
と
に
続
け
〉

　
三
人
の
合
格
を
伝
え
る
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
。
当
時
、

生
き
方
を
考
え
て
い
た
女
性
に
、
希
望
を
与
え
た
。

「
自
分
も
あ
と
に
続
こ
う
」
と
決
心
し
た
者
も
い
る
。

　
今
、
弁
護
士
と
し
て
活
躍
す
る
鍛
冶
千
鶴
子
は
言

う
（
平
成
二
〇
年
〔
二
〇
一
八
年
〕
逝
去
）。

　

三
人
の
一
〇
年
後
（
昭
和
二
三
年
〔
一
九
四
八

年
〕）
に
合
格
し
た
人
で
あ
る
。

　
「
女
性
が
弁
護
士
と
い
う
職
業
に
つ
け
る
道
が
あ

る
な
ど
、
お
よ
そ
知
る
は
ず
も
な
い
当
時
の
女
学
生

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
途
方
も
な
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

熊
本
と
い
う
男
尊
女
卑
思
想
の
色
濃
い
封
建
的
な
風

土
の
中
に
生
ま
れ
た
私
は
、
逆
に
、
そ
れ
を
反
面
教

師
と
し
て
育
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
上
級
学
校
に
進

み
将
来
と
も
に
一
人
立
ち
で
き
る
仕
事
を
も
ち
た
い

と
思
い
続
け
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

『
女
性
も
弁
護
士
に
な
れ
る
！
』
と
い
う
事
実
を
知

３ 人の合格の祝賀会
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っ
た
そ
の
時
の
手
ご
た
え
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
重
か
っ
た
。

　
…
…
（
中
略
）
…
…

　
女
性
に
法
律
専
門
教
育
の
門
戸
を
開
い
て
い
た
唯
一
の
学
校
で
あ
る
明
治
大
学
女
子
部
法
科
に
進
ん
だ
の
は
、
久

米
愛
さ
ん
、
三
淵
嘉
子
さ
ん
、
中
田
正
子
さ
ん
三
名
の
日
本
最
初
の
女
性
の
司
法
科
試
験
合
格
者
が
い
ず
れ
も
同
校

の
卒
業
生
で
あ
り
、
そ
れ
ら
先
輩
の
後
に
続
き
た
い
と
念
じ
て
の
こ
と
だ
っ
た
」（
三
淵
嘉
子
ほ
か
『
女
性
法
律

家
』〔
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
〕
六
三
頁
）

　
や
は
り
弁
護
士
の
山
本
清
子
。
三
人
が
合
格
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
弁
護
士
を
目
指
す
。
花
嫁
修

行
を
さ
せ
た
か
っ
た
親
を
説
得
。
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
に
、
明
治
大
学
女
子
部
法
科
に
入
学
し
た
（『
追

想
の
ひ
と
三
淵
嘉
子
』〔
三
淵
嘉
子
さ
ん
追
想
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
〕
二
一
八
頁
に
よ
る
）。

　
森
川
和
子
。
彼
女
の
母
は
、「
お
嬢
さ
ん
育
ち
」
だ
っ
た
。
母
に
は
女
学
校
の
通
学
に
送
り
迎
え
が
つ
い
て
い
た
。

母
の
兄
が
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
と
き
、
母
は
一
緒
に
行
き
た
か
っ
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
結
婚
し
、
一
三
人

の
子
を
生
ん
だ
。

　
昭
和
一
三
年
、
三
人
が
女
性
弁
護
士
に
な
る
と
い
う
、
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
。
和
子
の
母
は
、
刺
激
さ
れ
た
。
ち
ょ
う

ど
、
和
子
が
女
学
校
を
卒
業
す
る
。「
弁
護
士
に
し
よ
う
」。
母
は
何
が
何
で
も
娘
を
、
三
人
の
母
校
、
明
治
大
学
女

子
部
法
科
に
入
学
さ
せ
た
（
同
書
六
五
頁
に
よ
る
）。

　
平
林
英
美
は
医
者
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
三
人
の
新
聞
記
事
を
見
て
、
彼
女
の
母
が
言
っ
た
。「
日
本
に
も
や

っ
と
女
の
弁
護
士
さ
ん
が
誕
生
し
た
そ
う
よ
。
世
の
中
半
分
は
女
で
す
も
の
ね
、
あ
な
た
お
医
者
さ
ん
も
い
い
け
れ
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ど
、
法
科
へ
行
っ
て
み
な
い
…
…
（
中
略
）
…
…
。
あ
な
た
が
大
学
を
出
る
頃
に
は
、
女
の
裁
判
官
も
検
事
も
現
れ

る
と
思
う
わ
よ
」

　
英
美
は
、
は
る
ば
る
満
洲
国
奉
天
市
か
ら
、
東
京
の
明
治
大
学
女
子
部
法
科
の
門
を
た
た
い
た
（
同
書
六
九
頁
以

下
に
よ
る
）。
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